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適応フィルタの忘却係数  を同一として，0:99から 1:0× 10 5
刻みで 0:99999 まで全探索し，各多段化次数において最適な 
とその誤差を探索し比較する (図 3,図 4)．図中の各 (ア)は通常
の適応フィルタを用いた非定常性を持つ交流雑音除去時の二乗
誤差である．(イ)～(カ)はそれぞれ，因果的平滑化フィルタ次数
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図 4 ランダムな振幅変動
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4 自己除去成分と非定常性
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(b) ランダムな振幅変動
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